
連
す
る
業
種
等
に
就
職
し
、
オ
能
を
発
揮
し
て
い
る
卒
業
生
も
い
る
の
で
‘

そ
こ
で
「
学
芸
員
資
格
」

の
知
識
を
生
か
し
て
活
躍
で
き
る
企
業
、
あ
る
い
は
関

八
四
〇
館

五
四
一
館

強
い
意
志
は
な
く
、

と
い
う
希
望
者
が
増
え
て
い
る
。
大
学
に
お
い
て

学
芸
員
知
識
を
生
か
し
た
各
方
面
へ
の
就
職

近
年
「
学
芸
員
」

な
っ
て
き
て
い
る
。

な
し
て
い
る
。

は
じ
め
に

と
い
う
言
葉
も
一
般
化
し
、

そ
の
活
躍
が
マ
ス
コ
ミ
等
で
報
道

さ
れ
て
、
博
物
館
の
専
門
職
員
と
し
て
そ
の
社
会
的
地
位
の
高
さ
も
不
動
の
も
の
と

そ
し
て
博
物
館
施
設
は
社
会
教
育
機
関
と
し
て
多
大
の
寄
与
を

そ
の
為
学
芸
員
と
し
て
博
物
館
施
設
へ
就
職
し
、
活
躍
し
て
み
た
い

用
人
数
た
る
や
一

0
0
人
程
度
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
学
芸
員
養
成
課
程
」

を
開
設
す

る
大
学
は
年
々
増
加
し
、
最
近
で
は
全
国
で
約
二
百
数
十
大
学
に
な
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、
毎
年
有
資
格
者
は
三
五

O
O
S
四
0
0
0
人
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
博
物
館
関
連
施
設
は
全
国
で
約
四

0
0
0
館
足
ら
ず
（
平
成
十
四
年
度
末
）

で
採

そ
れ
故
に
博
物
館
学
芸
員
と
し

て
卒
業
後
直
ち
に
採
用
さ
れ
就
職
す
る
者
は
非
常
に
珍
し
く
、
幸
運
と
し
か
言
い
よ

う
が
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
を
見
て
も
学
芸
員
と
な
り
、
自
分

の
学
ん
だ
知
識
を
企
画
展
示
に
生
か
し
、

「
博
物
館
学
課
程
」

調
査
研
究
等
で
発
表
し
て
み
た
い
と
い
う

で
学
ん
だ
知
識
を
自
分
の
教
養
と
し
、

い
は
教
員
と
な
っ
た
場
合
、
生
徒
の
引
率
に
役
立
て
る
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。

あ
る

そ
の
実

日
本
の
博
物
館
施
設
の
現
状

学
芸
員
資
格
を
取
得
し
‘
待
望
の
博
物
館
施
設
に
就
職
で
き
る
人
は
全
く
の
幸
運

な
人
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
資
格
を
取
得
し
大
学
を
巣
立
っ
て
い
く
人
数
は
約
三

五
0
0
人、

そ
の
他
文
部
省
の
講
座
、

あ
る
い
は
通
信
教
育
を
受
講
し
資
格
を
取
得

す
る
人
が
約
五

0
0
人
程
度
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
博
物
館
施
設
に
至
っ
て
は
極

め
て
少
な
い
。
学
芸
員
は
専
門
職
で
あ
り
、
転
勤
、
転
出
す
る
者
も
極
め
て
ま
れ
で
、

定
年
ま
で
勤
務
す
る
者
が
多
く
、

つ
い
て
も
、

欠
員
が
生
じ
に
く
い
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
少
な
く
、

そ
れ
で
も
統
計
を
見
る
と
毎
年
三

O
S
四

平
成
十
三
年
度
末
「
博
物
館
園
数
」
（
日
本
博
物
館
協
会
調
）

●
総
合
博
物
館
（
国
立
・
公
立
・
私
立
・
大
学
）

（
登
録
博
物
館
・
担
当
施
設
•
そ
の
他
を
含
む
）

●
郷
土
博
物
館

●
美
術
博
物
館

り
と
な
っ
て
い
る
。

〇
館
は
全
国
で
設
立
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章

―
四
四
館 ま

た
開
館
さ
れ
る
施
設
に

を
見
る
と
次
の
と
お

態
を
発
表
し
て
み
た
い
。
若
干
で
も
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

二
九
三

角

田

芳

昭



後、

一
年
一
年
こ
っ
こ
っ
と
継
続
し
た
研
究
の
成
果
が
一

0
年

し
か
し
こ
れ
ら
の
施
設
へ
職
を
得
る
こ
と
は
皆
無
で
は
な
い
。
例
え
ば
こ
こ
に

A

生
が
居
た
。
大
学
を
卒
業
後
に
大
学
院
へ
進
学
し
歴
史
学
を
専
攻
し
て
、
機
会
が
あ

る
如
に
歴
史
博
物
館
を
訪
れ
、
専
門
と
す
る
歴
史
「
カ
タ
ロ
グ
」

い
た
。

の
研
究
を
行
っ
て

そ
れ
ら
の
資
料
を
調
査
研
究
し
レ
ポ
ー
ト
が
若
干
出
来
上
が
っ
た
の
で
、

ユ
ニ
ー
ク
な
論
考

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
博
物
館
側
よ
り
是
非
本
県
施
設
へ
来
て
そ
の
知
識
を
応
用
し
、

研
究
活
動
を
行
っ
て
欲
し
い
と
誘
わ
れ
、
快
諾
し
た
。
修
士
論
文
を
終
え
、
博
士
論

文
に
着
手
し
た
時
で
あ
り
、
彼
の
学
問
上
の
努
力
が
実
っ
た
一
例
で
あ
る
。

大
学
在
学
中
の
四
年
間
は
ほ
ん
の
一
部
の
知
識
を
学
ぶ
も
の
で
あ
り
、
卒
業
後
こ

そ
本
当
の
勝
負
で
あ
る
。

二

0
年
後
に
花
咲
く
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
も
深
く
狭
く
研
究
し
、

そ
の
分
野
で

と
め
て
研
究
論
文
と
し
て
あ
る
学
術
雑
誌
に
発
表
し
た
と
こ
ろ
‘

特
に
未
登
録
施
設
で
小
規
模
施
設
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

四
五

●
理
工
学
博
物
館

●
動
物
・
水
族
・
植
物
総
合
館
園

三
八
七
四
館

登
録
博
物
館

八
三
七

公
立
施
設

二
五
四

O

私
立
施
設

―二

0
四

現
状
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
り
、
外
国
に
比
較
し
て
如
何
に
少
な
い
か
が
分
か
る
。

大
学
施
設
八
五

相
当
施
設

合
計

●
水
族
館
七
九
館

●
植
物
園
九
〇
館

●
動
物
園
七
九
館

一
七
七
館

●
自
然
史
博
物
館

一
八
八
館

●
歴
史
博
物
館

一
七

0
九
館

~ 
二
七
館

そ
の
他

二
七
二
六

国
立
施
設ま

革
、
概
要
、
収
蔵
品
目
等
が
若
干
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。

を
収
録
し
て
お
り
、
施
設
の
概
要
が
理
解
で
き
る
。

博
物
館
関
係
資
料

一
歩
と
し
て
博
物
館
関
連
図
書
に
よ
り
、

『
全
国
博
物
館
総
覧
』
（
財
団
法
人

そ
の
所
在
を
調
べ
る
こ
と
で
あ
る
。

日
本
博
物
館
協
会
編
）

一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
全
国
の
博
物
館
を
都
道
府
県
別
、

所
在
地
、
電
話
、
開
館
時
間
、
観
覧
所
要
時
間
、

施
設
概
要
、
沿
革
‘
収
蔵
品
、
展
示
内
容
、
事
業
、

入
館
料
、
休
館
日
、
交
通
案
内
‘

ア
ド
バ
イ
ス
等
の
各
項
目
ご
と

に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
加
除
式
で
あ
り
、
こ
れ
で
全
国
の
博
物
館
が
把
握
で
き
る
。

『
企
業
博
物
館
事
典
』
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
株
式
会
社
編
）

各
種
企
業
の
専
門
性
を
活
か
し
て
自
社
商
品
を
中
心
に
関
連
す
る
企
業
の
物
品
資

料
を
収
集
展
示
し
て
い
る
も
の
で
、
企
業
の
歴
史
で
あ
る
。
大
小
規
模
の
ニ
―
五
館

『
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
美
術
館
博
物
館
事
典
』
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
株
式
会
社
編
）

個
人
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
主
体
に
し
て
成
立
さ
れ
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
美
術
館
‘

文
学
館
等
を
収
録
し
て
い
る
。
『
博
物
館
総
覧
』
と
同
様
の
編
集
形
式
で
あ
る
が
、
沿

『
人
物
記
念
館
事
典
』
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
株
式
会
社
編
）

特
定
の
人
物
の
業
績
を
記
念
、
顕
彰
し
て
設
立
さ
れ
た
記
念
館
で
あ
り
、
三

0
0

館
を
掲
載
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
都
道
府
県
別
で
区
分
し
た
博
物
館
施
設
も
出
版
さ

近
く
に
あ
る
次
の
図
書
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
は
博
物
館
の
実
情
を
研
究
し
、

第
二
章

そ
の
対
策
を
建
て
る
べ
き
で
あ
る
。

の
専
門
家
と
認
め
ら
れ
る
人
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

以
下

五
十
音
順
に
配
列
し
‘

そ
の
第

二
九
四



あ
る
。

『
大
阪
の
博
物
館
・
美
術
館
』
（
財
団
法
人
大
阪
ニ
―
世
紀
協
会
編
）

『
京
・
ま
ち
の
博
物
館
』
（
朝
日
新
聞
京
都
支
局
編
）
七
二
施
設
収
録

『
博
物
館
研
究
』
（
財
団
法
人
日
本
博
物
館
協
会
編
）

―
ニ
ニ
施
設
収
録

こ
の
研
究
雑
誌
は
日
本
博
物
館
協
会
の
機
関
紙
で
、
博
物
館
の
幅
広
い
研
究
論
文
‘

国
内
外
の
博
物
館
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

会
だ
よ
り
」
等
で
あ
り
、
季
節
に
よ
り
特
集
号
、

博
物
館
園
数
等
を
収
録
し
て
い
る
。

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
会
社
、
標
本
模
型
製
作
会
社
が
見
え
る
。
こ
の
研
究
雑
誌
を
手
に
と

っ
て
み
る
と
学
芸
員
の
業
務
が
幅
広
く
理
解
で
き
、

か
さ
れ
る
。

第
三
章

ま
た
若
干
の
広
告
を
収
め
て
お
り
、
博
物
館
の

公
立
博
物
館
へ
の
就
職

B
五
判
、
平
均
九

0
ペ
ー
ジ
程
度
で
、

「
も
よ
お
し
」
「
展
示

そ
し
て
新
館
紹
介
、

各
種
統
計
、

そ
の
専
門
的
知
識
の
深
さ
に
驚

二
―
世
紀
の
博
物
館
展
望
、
管
理
運
営
等
の
貴
重
な
研
究
論
文
も
発
表

さ
れ
て
い
る
。
学
芸
員
を
目
指
す
人
に
は
是
非
一
読
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
博
物
館
、
美
術
館
に
は
大
抵
図
書
室
、
資
料
室
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
前

記
の
図
書
資
料
類
は
必
ず
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

そ
の
他
そ
の
博
物
館
で

開
催
し
た
過
去
の
展
示
カ
タ
ロ
グ
も
保
存
さ
れ
て
い
る
と
共
に
、
他
館
と
の
交
換
‘

寄
贈
本
と
し
て
貴
重
な
展
示
目
録
が
保
管
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
考
と
す
る
べ
き
で

公
立
博
物
館
に
は
そ
の
運
営
母
体
と
し
て
、
東
京
国
立
博
物
館
‘
京
都
国
立
博
物

館
‘
奈
良
博
物
館
等
国
が
設
立
し
て
い
る
博
物
館
で
平
成
十
三
年
度
末
四
五
館
と
な

内
容
は
博
物
館
長
の
巻
頭
言
‘
学
芸
員
の
研
究
論
文
、
当
月
の

れ
て
い
る
。

っ
て
い
る
。
続
い
て
都
道
府
県
が
設
立
し
て
い
る
博
物
館
施
設
で
規
模
の
大
き
な
北

海
道
開
拓
記
念
館
、
北
海
道
立
近
代
美
術
館
、

代
美
術
館
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
‘

設
立
し
て
い
る
博
物
館
で
は
京
都
市
美
術
館
、
大
阪
市
立
博
物
館
‘

国
が
母
体
の
国
立
博
物
館
施
設
は
学
芸
員
と
い
う
名
称
は
な
く
、

究
機
関
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
学
芸
員
の
資
格
は
必
要
な
い
。
教
授
‘
助
教
授
‘
研

究
官
、
技
官
等
の
名
称
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
採
用
に
関
し
て
は
公
募
と
い
う
形
式

は
ほ
と
ん
ど
無
く
、

り
、
ま
た
専
門
研
究
で
業
績
を
あ
げ
て
い
る
者
、
公
立
博
物
館
よ
り
転
入
す
る
者
等

で
あ
る
。
調
査
研
究
歴
も
長
く
学
識
の
あ
る
者
が
多
く
‘
修
士
‘
博
士
号
を
取
得
し

て
い
る
者
も
多
い
。

自
分
の
専
門
と
す
る
研
究
を
定
め
‘

学
術
論
文
と
し
て
発
表
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
‘

充
分
行
え
る
事
‘

通
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
「
国
立
民
族
学
博
物
館
」

も
あ
り
、

そ
の
業
績
に
よ
っ
て
は
正
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
聞
く
。

次
に
地
方
公
共
団
体
の
都
道
府
県
、
市
町
村
が
設
立
母
体
の
博
物
館
施
設
は
比
較

的
採
用
が
多
く
、

業
後
直
ち
に
採
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
都
道
府
県
が
設
立
す
る
博
物
館
施
設
は

比
較
的
規
模
が
大
き
く
‘

館
の
場
合
‘

岡
市
美
術
館
等
約
二
五
四

O
館
が
あ
る
。

二
九
五

千
葉
県
立
中
央
博
物
館
、
東
京
都
現

ま
た
市
町
村
が

同
美
術
館
、
福

そ
の
性
格
上
研

欠
員
が
あ
っ
た
場
合
‘
担
当
官
が
後
任
を
薦
選
し
て
転
出
し
た

そ
の
為
国
立
博
物
館
施
設
へ
就
職
を
考
え
て
い
る
者
は
、
先
ず

そ
れ
に
関
す
る
研
究
論
文
を
最
低
二

S
三
編
を

ま
た
そ
の
研
究
対
象
物
の
解
説
等

そ
の
為
に
は
当
該
博
物
館
の
組
織
を
良
く
知
り
‘

展
示
資
料
に
精

で
は
助
手
を
採
用
す
る
年
度

早
く
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
対
策
を
た
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
卒

そ
れ
だ
け
学
芸
員
や
そ
の
他
の
職
員
も
多
い
。
新
設
博
物

そ
の
専
門
性
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
採
用
要
項
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
「
日
本
近
世
絵
画
を
専
攻
し
た
者
」
「
中
国
・
日
本
の
漆
工
芸
‘

日
本
・
中
国



博
物
館
‘
資
料
館
と
し
て
整
理
・
研
究
し
展
示
し
て
お
り
、
こ
れ
が

の
彫
刻
史
を
卒
論
等
で
研
究
発
表
し
た
者
」
「
近
代
美
術
に
関
し
必
要
な
知
識
を
有
し
、

か
つ
、
美
術
に
関
す
る
英
語
に
堪
能
な
者
」
等
と
あ
り
、
傾
向
と
し
て
広
く
浅
く
概

論
的
に
学
ん
だ
人
よ
り
、
狭
く
深
く
そ
の
専
門
性
を
研
究
し
て
い
る
者
を
必
要
と
し

て
い
る
。
近
年
学
芸
員
の
専
門
性
が
問
わ
れ
、

て
い
る
。
図
録
の
解
説
に
も
英
文
、
和
文
、
欧
文
等
三
ケ
国
語
は
必
要
と
な
っ
て
い

る
。
採
用
人
員
も
一
、
二
名
と
若
干
名
と
な
っ
て
お
り
、
応
募
人
数
は
何
十
倍
と
な

る
。
そ
の
為
博
士
号
、
修
士
号
を
持
つ
専
門
研
究
員
、
大
学
院
生
も
多
数
申
し
込
ん

で
い
る
の
が
現
実
で
、
学
部
卒
業
程
度
の
学
識
で
は
到
底
太
刀
打
ち
出
来
な
い
。
最

低
大
学
院
終
了
程
度
の
学
識
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

出
す
だ
け
で
あ
り
、
中
に
は
公
募
と
い
う
形
式
の
み
で
、
他
部
課
の
関
係
職
員
を
配

故
に
公
立
の
場
合
は
先
ず
公
務
員
採
用
試
験
に
合
格
し
、

る
の
が
先
決
で
あ
り
、

集
発
行
さ
れ
て
い
る
。

で
あ
る
。

深
い
学
識
が
必
要
と
さ
れ
る
に
至
っ

そ
の
機
関
へ
採
用
さ
れ

そ
の
後
何
年
か
か
る
と
も
博
物
館
関
連
施
設
へ
配
属
さ
れ
る

こ
と
を
願
い
、
専
門
分
野
の
研
究
に
邁
進
し
、
業
績
を
残
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
企
業
の
歩
ん
で
き
た
歴
史
を
残
し
て
お
き
た
い

と
い
う
希
望
か
ら
『

O
O会
社
創
立
何
十
年
史
』
『
△
△
社
五

0
年
の
歴
史
』
等
が
編

ま
た
そ
の
会
社
の
製
品
を
資
料
と
し
て
残
し
て
い
る
企
業
は
‘

「
企
業
博
物
館
」

そ
の
独
自
の
カ
ラ
ー
を
出
し
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
に
貢
献
し
て
い
る
。

ま
た

ま
た
近
年
人
員
削
減
傾
向
に
あ
り
、
公
募
等
も
近
隣
諸
県
の
大
学
関
係
へ
案
内
を

記
念
館
」

企
業
博
物
館
・
私
立
博
物
館
へ
の
就
職

企
業
の
発
展
充
実
に
伴
い
、

企
業
を
起
こ
し
成
功
し
た
人
が
、
個
人
と
し
て
資
料
、
美
術
品
等
を
蒐
集
し
、

企
業
博
物
館
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
企
業
が
経
営
母
体
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

ず
そ
の
企
業
に
就
職
し
、
業
務
の
傍
ら
館
内
組
織
、
資
料
の
歴
史
的
背
景
、
収
集
資

料
の
内
容
等
に
つ
い
て
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
調
査
し
、
精
通
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て

い
の
学
識
を
備
え
て
お
く
こ
と
だ
。

説
案
内
で
き
る
よ
う
に
常
日
頃
よ
り
訓
練
し
て
お
く
と
、
欠
員
が
出
た
場
合
、

の
学
芸
員
と
し
て
配
属
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

『
企
業
博
物
館
事
典
』
（
前
述
二
七
四
ペ
ー
ジ
）
に
は
、
ニ
―
五
館
が
収
録
さ
れ
て

お
り
、
業
種
別
に
金
属
・
鉱
業
、
建
設
、
食
品
、
飲
料
‘
紙
・
繊
維
、
化
学
・
医
薬

学
、
機
械
・
精
密
機
器
、
商
業
・
金
融
‘
交
通
・
運
輸
、
放
送
・
通
信
、
科
学
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
生
活
・
文
化
等
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
所
在
地
、
設
立
年
月
、
交
通
‘

館
時
間
、

入
館
料
、
休
館
日
、
電
話
・

F
A
X
等
と
、
出
版
物
の
有
無
も
記
載
さ
れ

近
畿
地
方
の
主
な
館
を
紹
介
す
る
と
、

ち
龍
野
醤
油
資
料
館
」

（
兵
庫
県
）

「
竹
中
大
工
道
具
館
」
（
兵
庫
県
）
「
う
す
く

（
兵
庫
県
）
「
グ
リ
コ
ピ
ア
神
戸
」

「
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
」

常
日
頃
よ
り
研
究
を
怠
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

（
兵
庫
県
）

（
兵
庫
県
）
「
U
C
C
コ
ー
ヒ
ー
博
物
館
」
（
兵
庫
県
）
「
鐘
紡
繊
維
美
術
館
」
（
大
阪
府
）

「
ユ
ニ
チ
カ
記
念
館
」
（
兵
庫
県
）
「
島
津
創
業
記
念
資
料
館
」
（
京
都
府
）

料
館
」
（
大
阪
府
）
「
梅
小
路
蒸
気
機
関
車
館
」
（
京
都
府
）
「
交
通
科
学
博
物
館
」
（
大

第
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て
い
る
。

置
転
属
さ
せ
た
り
し
て
い
る
と
聞
き
及
ぶ
。

つ
か
な
い
。

「
果
報
は
寝
て
待
て
」

の
諺
が
あ
る
が
、

ま
た
担
当
学
芸
員
が
不
在
の
場
合
、
代
理
で
解

人
間
い
つ
何
が
起
こ
る
か
予
想
も

（
兵
庫
県
）

展
示ま

そ
こ開

「
菊
正
宗
酒
造

「
白
鶴
酒
造
資
料
館
」

「
高
島
屋
史

「
果
報
は
練
っ
て
待
て
」

で、

「
社
内
報
」
や
「
コ
ラ
ム
」
欄
に
資
料
紹
介
が
で
き
る
ぐ
ら

し
て
い
る
も
の
が
「
私
立
博
物
館
」

で
あ
る
。

二
九
六



「
徳
川
美
術
館
」

「
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
」
「
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
美
術
館
」
「
五

阪
府
）
「
シ
マ
ノ
自
転
車
博
物
館
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
（
大
阪
府
）
「
毎
日
放
送
放
送

文
化
館
」
（
大
阪
府
）
「
松
下
電
器
技
術
館
」
（
大
阪
府
）
「
J

T
生
命
誌
研
究
館
」
（
大

阪
府
）
「
松
下
電
気
歴
史
館
」
（
大
阪
府
）
「
ガ
ス
科
学
館
」
（
大
阪
府
）
「
姫
路
ガ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
館
」
（
兵
庫
県
）
「
真
珠
博
物
館
」
（
三
重
県
）
「
映
画
村
文
化
館
」
（
京
都
府
）

「
池
田
文
庫
」

任
の
学
芸
員
が
配
属
さ
れ
て
い
る
場
合
は
少
な
く
、
社
員
が
交
替
で
解
説
研
究
を
行

い
案
内
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

れ
て
い
る
館
は
主
に
独
立
し
た
建
物
で
、 そ

れ
に
対
し
『
人
物
記
念
館
事
典
』
に
収
録
さ

そ
の
展
示
面
積
も
広
く
、
学
芸
員
が
配
属

「
京
都
府
立
堂
本
印
象
美
術
館
」
等
は
こ
の
最
右
翼
の
施
設
で
あ
ろ
う
。
「
芦
屋
市

「
私
立
博
物
館
」

谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
」
「
神
戸
市
立
小
磯
記
念
美
術
館
」
も
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
お
り
、
伝
統
と
歴
史
の
あ
る
美
術
館

施
設
の
一
例
を
あ
げ
る
と
、

島
美
術
館
」
「
根
津
美
術
館
」
「
畠
山
記
念
館
」
「
山
種
美
術
館
」
「
M
O
A
美
術
館
」

「
泉
屋
博
古
館
」

「
楽
美
術
館
」
「
高
麗
美
術
館
」
「
逸
翁
美
術
館
」

「
正
木
美
術
館
」
「
萬
野
美
術
館
」
「
湯
木
美
術
館
」
「
頴
川
美
術
館
」
「
香
雪
美
術
館
」

「
滴
翠
美
術
館
」
「
鉄
斎
美
術
館
」
「
白
鶴
美
術
館
」
「
大
和
文
華
館
」
等
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
美
術
館
で
は
四
季
特
別
展
を
開
催
し
、
美
術
教
育
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
社

会
教
育
に
寄
与
し
て
い
る
。
ま
た
学
芸
員
の
ス
タ
ッ
フ
も
そ
ろ
っ
て
お
り
、
『
カ
タ
ロ

グ
』
『
研
究
紀
要
』
に
は
そ
の
学
識
の
高
さ
が
伺
え
る
。
永
年
の
勤
務
実
績
と
高
度
の

学
問
的
業
績
が
な
く
て
は
な
か
な
か
採
用
さ
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
美
術
館

学
芸
員
は
そ
の
業
績
を
認
め
ら
れ
、
国
立
機
関
や
大
学
教
師
と
し
て
転
出
さ
れ
て
い

く
人
も
あ
り
、
欠
員
も
生
じ
て
く
る
の
で
、

そ
の
情
報
を
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
た
者
が

さ
れ
て
い
る
施
設
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

（
大
阪
府
）
以
上
若
干
の
施
設
を
紹
介
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
館
に
は
専

末
の
総
計
記
録
に
よ
る
と
大
学
附
属
博
物
館
施
設
は
八
九
館
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
博
物
館
相
当
施
設
と
し
登
録
さ
れ
た
も
の
で
、
大
学
の
教
育
研
究
機
関
で
あ
り
、

ま
た
社
会
教
育
施
設
に
も
寄
与
す
る
目
的
で
一
般
公
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
博
物

館
の
規
模
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
が
展
示
室
二
＼
三
室
と
そ
の
他
の
ス
ペ
ー
ス
で
、
学

芸
員
数
も
管
理
職
を
含
め
て
二

S
三
名
と
い
う
施
設
が
大
多
数
で
あ
る
。

外
も
あ
り
、

と
比
し
遜
色
の
な
い
堂
々
た
る
展
示
が
行
わ
れ
て
お
り
‘
館
長
を
含
め
学
芸
員
が
一

九
名
も
配
属
さ
れ
て
い
る
。

規
模
の
大
き
な
館
は
「
秋
田
大
学
鉱
山
学
部
附
属
鉱
業
博
物
館
」
「
東
京
芸
術
大
学
芸

国
学
院
大
学
に
は
三
館
、
明
治
大
学
に

術
資
料
館
」
「
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
」

も
三
館
の
施
設
を
有
し
て
い
る
。
「
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
」
「
国
際
基
督
教
大
学

湯
浅
八
郎
記
念
館
」
「
東
海
大
学
自
然
史
博
物
館
」
「
海
洋
科
学
博
物
館
」
「
京
都
大
学

身
近
な
例
と
し
て
大
学
に
附
属
す
る
「
大
学
博
物
館
」
が
あ
る
。
平
成
十
四
年
度

第
五
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ま
た
館
独
自
の
発
掘
調
査
も
手
が
け
て
い
る
。

「
天
理
大
学
附
属
天
理
参
考
館
」

二
九
七

そ
の
他

は
そ
の
規
模
に
お
い
て
一
般
の
博
物
館

大
学
附
属
博
物
館

し
か
し
例

は
っ
て
お
き
、

そ
れ
に
対
し
て
素
早
く
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
あ
る
。

ユ
ニ
ー
ク
な
博
物
館
と
し
て

具
美
術
館
」
「
船
の
科
学
館
」

味
を
生
か
し
て
、

そ
れ
を
専
門
的
に
研
究
す
れ
ば
採
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

ま

た
縁
古
関
係
等
の
採
用
も
多
く
、
知
り
合
い
の
人
が
い
る
場
合
一
筆
紹
介
状
等
書
い

て
持
参
す
る
と
便
宜
を
は
か
っ
て
も
ら
え
る
事
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
常
に
情
報
網
を

「
博
物
館
明
治
村
」
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
自
分
の
趣

勝
利
者
と
な
る
。

「
刀
剣
博
物
館
」
「
日
本
書
道
美
術
館
」
「
日
本
刀
装



第
六
章

い
つ
か
は
希
望
も
か
な
え
ら
れ
る
。

ま
た
同
社
で
は
「
文
化
環
境
研
究
所
」

を
設
立

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
中
心
と
す
る

総
合
博
物
館
」

「
関
西
大
学
博
物
館
」

近
畿
地
方
に
お
け
る
博
物
館
は
滋
賀
県
一
館
、
京
都
府
四
館
、
大
阪
府
五
館
、
兵
庫

県
二
館
、
奈
良
県
一
館
、
和
歌
山
県
一
館
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
施
設
の
学
芸
員
採

用
は
一
般
公
募
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、

ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
故
大
学
の
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
配
属
さ
れ
る
。

あ
れ
ば
、
資
格
を
習
得
し
て
い
る
人
で
、

こ
れ
ら
の
施
設
の
学
芸
員
に
な
る
に
は
、
展
示
資
料
に
専
門
的
知
識
が
あ
り
、
資

料
の
調
査
研
究
歴
が
あ
り
、
二

S
三
編
の
研
究
業
績
が
あ
る
こ
と
、

が
で
き
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

研
究
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

理
学
芸
員
も
勤
ま
る
ぐ
ら
い
に
、

通
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
企
画
調
査
、
構
想
、
設
計
、

て
作
業
を
進
め
る
。

そ
の
大
学
の
卒
業
生
、
縁
古
推
薦
関
係
で
占
め

そ
こ
の
資
料
に
深
い
専
門
的
学
識
を
有
し

い
つ
欠
員
が
生
じ
る
か
も
知
れ
ぬ
。

博
物
館
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
会
社
へ
の
就
職

建
築
設
計
業
者
を
選
考
し
基
本
設
計
を
依
頼
、
青
写
真
を
作
り
、

ま
た
欠
員
が

ま
た
資
料
解
説

そ
の
為
に
は
是
非
と
も
大
学
院
へ
進
学
し
、
専
門
的
に

そ
の
時
に
は
代

日
頃
よ
り
博
物
館
通
い
を
し
て
館
内
の
情
況
に
精

将
来
は
必
ず
学
芸
員
と
し
て
勤
務
し
た
い
と
の
信
念
で
日
々
努
力
し
て
お
れ
ば
‘

経
営
母
体
が
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
博
物
館
設
置
が
決
定
す
る
と
建
築
委
員
会
が
発
足

工
事
、
開
館
準
備
、
開
館
と
い
う
段
階
を
踏
ま
え
る
。

そ
れ
に
も
と
づ
い

建
築
設
計
業
者
と
と
も
に
、
展
示
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
会
社
を
選
定
し
博
物
館
施
設
の

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
、
商
業
施
設
•
企
画
施
設
等
の
規
格
、
設
計
、
デ
ザ
イ
ン
等
実
績
あ

る
会
社
担
当
者
の
意
見
を
開
き
、
担
当
学
芸
員
が
主
と
な
り
総
合
的
に
計
画
立
案
し

設
立
委
員
会
に
よ
り
最
終
決
定
を
見
る
。
次
に
大
手
専
門
会
社
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

の

む

ら

「
乃
村
エ
藝
社
」
（
東
京
都
港
区
芝
浦
四
丁
目
六
番
四
号
・
電
話

(
O
三
）
三
四
五

五
＇
一
―
七
一

で
あ
ろ
う
。
東
証
第
二
部
に
上
場
さ
れ
て
お
り
、
多
数
の
グ
ル
ー
プ
会
社
を
設
立
し
、

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
お
よ
び
建
築
関
係
の
調
査
‘

デ
ザ
イ
ン
、
制
作
施
工
、
各
種
施
設
、

井
県
立
恐
竜
博
物
館
」

際
セ
ン
タ
ー
」

（
騎
西
町
）

イ
ベ
ン
ト
の
運
営
等
を
手
が
け
、
専
門
店
分

野
、
大
型
商
業
施
設
分
野
、
企
画
P
R
施
設
分
野
、
販
売
促
進
分
野
‘
博
覧
会
の
イ

ベ
ン
ト
分
野
、
余
暇
施
設
分
野
、
文
化
学
術
施
設
分
野
、（

当
社
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
イ
シ
ョ

（
日
本
新
聞
博
物
館
・
横
浜
市
）

上
杉
博
物
館
」
（
米
沢
市
）
「
大
阪
歴
史
博
物
館
」

（
大
阪
市
）

「
沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
」

公
共
施
設
分
野
、

ホ
テ

「
奈
良
県
立
万

「
埼
玉
県
環
境
科
学
国

（
多
賀
城
市
）
「
川
崎
市
岡
本
太
郎
美
術
館
」
（
川
崎
市
）

「
佐
賀
県
立
宇
宙
科

学
館
」
（
武
雄
市
）
「
白
神
山
地
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」
（
青
森
県
西
目
屋
村
）

き
市
立
草
野
心
平
記
念
文
学
館
」
（
い
わ
き
市
）
な
ど
多
数
受
注
完
成
さ
れ
て
い
る
が

省
略
す
る
。
こ
こ
の
業
務
に
お
い
て
は
学
芸
員
講
座
で
学
ん
だ
知
識
が
充
分
生
か
さ

れ
る
と
思
う
。

物
館
」

（
勝
山
市
）

（
糸
満
市
）

「
い
わ

「
東
北
歴
史
博

「
勿
来
関
文
学
歴
史
館
」
（
い
わ
き
市
）
「
米
沢
市

葉
文
化
館
」

（
奈
良
県
）

「
ニ
ュ
ー
ス
パ
ー
ク
」

「福

文
化
学
術
施
設
分
野
の
中
よ
り
近
年
主
な
実
績
を
上
げ
て
み
る
と

ン
に
よ
る
）

ル
・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
分
野
等
の
空
間
演
出
を
し
て
い
る
。

て
い
る
者
が
優
先
的
に
配
属
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
企
画
、

皮

t
‘

11111 U
 ,,,, 
口

（
代
表
）

〒

1
0
八
八
五
六
五
）
は
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
ト
ッ
プ
企
業

「
神
戸
商
船
大
学
海
事
資
料
館
」
等
が
あ
る
。

二
九
八



グ
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
事
業
主
体
に
し
て
い
る
。

業
務
内
容
か
ら
み
て
「
学
芸
員
購
座
」

二
九
九

で
学
ん
だ
諸
知
識
を
生
か
せ
る
職
場
で
あ
る

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
と
「
空
間
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
次
の
施
設
の
調
査

門
性
を
い
か
し
、
業
績
を
上
げ
て
い
る
会
社
は
数
十
社
あ
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
建
築

「
丹
青
社
」
（
東
京
都
台
東
区
上
野
五
丁
目
二
番
二
号
〒
―

-
O
'
八
五
四
九

話
0
三
＇
三
八
三
六
＇
七
四
三
二
）

は
東
京
証
券
取
引
所
第
一
部
に
上
場
さ
れ
て
お
り
、

企
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
設
計
•
制
作
・
施
工
•
監
理
‘

運
営
お
よ
び
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

①
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
空
間
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

百
貨
店
、
専
門
店
、
飲

（
い
の
ち
の
た
び
博
物
館
）
」

声
、
映
像
を
ミ
ッ
ク
ス
し

は
非
常
に
話
題
性
に
と
み
好
評
で
あ
る
。

施
設
と
し
て
多
く
の
入
場
者
が
あ
り
、

ま
た
、
東
京

ま
れ
に
み
る
展
示
の
充
実
し
た
施
設
で
あ
る
。

と
考
え
る
。
今
後
ま
す
ま
す
発
展
す
る
企
業
で
あ
る
と
推
測
す
る
。

「
見
て
、
触
れ
て
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
」
来
場
者
参
加
型

江
戸
川
区
に
設
立
さ
れ
た
「
地
下
鉄
博
物
館
」

は
既
存
の
資
料
や
展
示
に
加
え
、
音

電

に
寄
与
し
て
い
る
。

近
年
展
示
設
計
、
デ
ザ
イ
ン
を
引
受
け
た

「
北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史
博
物
館

中
国
、
上
海
に
有
限
公
社
を
持
つ
ト
ッ
プ
企
業
で
あ
る
。

ぼ
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
関
連
企
画
会
社
と
し
て
わ
が
国
の
ト
ッ
プ
に

位
置
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
の
事
業
会
社
は
わ
が
国
に
お
い
て
は
そ
の
専

を
目
指
し
、
事
業
所
は
全
国
に
十
力
所
の
支
社
‘
営
業
所
が
あ
り
、
子
会
社
は
十
社
、

以
上
で
あ
り
、
空
間
を
創
出
す
る
専
門
業
者
と
し
て

業
へ
反
映
し
て
い
る
。
関
連
会
社
は
「
文
化
環
境
研
究
所
」

を
含
め
て
一
九
社
に
の

ェ
等
）

特
に
情
報
提
供
事
業
に
お
い
て
は
、

び
輸
出
入
等
で
あ
る
。

「
機
関
紙
」

「
研
究
紀
要
」
等
を
発
行
し
、
学

界
等
へ
も
寄
与
す
る
と
同
時
に
学
会
へ
加
盟
し
、
貴
重
な
発
行
を
行
う
と
同
時
に
事

⑦
ビ
ジ
ネ
ス
空
間
（
オ
フ
ィ
ス
‘
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
、
会
議
施
設
、
研
修
施
設
等
）

⑧
サ
イ
ン
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
屋
内
外
案
内
サ
イ
ン
、

空
港
等
）

ト
等
）

宣
伝
‘
販
売
促
進
に
関
す
る
情
報
・
資
料
の
収
集
‘
企
画
及
び
販
売

ト
施
設
、
シ
ア
タ
ー
等
）

講
演
会
・
研
修
会
等
教
育
に
関
す
る
事
業

・
情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス
及
び
こ
れ
に
関
す
る
同
書
出
版
物
の
発
行

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
等
）

業
を
行
っ
て
い
る
。

調
査
研
究
を
ベ
ー
ス
と
し
た
文
化
関
連
施
設
の
事
業
・
運
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
事

そ
の
事
業
概
要
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
と

•
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
•
制
作

•
映
画
、
テ
レ
ビ
等
映
像
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
企
画
制
作
‘
出
版

・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
等
文
化
施
設
の
運
営
、
保
守
及
び
管
理
に
関
す
る
業
務

・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
す
る
商
品
の
企
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
制
作
販
売
及

②
文
化
空
間
（
各
種
博
物
館
と
関
連
施
設
、
企
業
資
料
館
、
各
種
教
育
セ
ン
タ
ー
、

③
レ
ジ
ャ
ー
・
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
空
間
（
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、

④
文
化
振
興
イ
ベ
ン
ト
（
博
覧
会
‘
展
覧
会
‘

⑤
宣
伝
‘

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
）

販
促
イ
ベ
ン
ト
（
企
業
展
示
会
‘
見
本
市
‘
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン

⑥
パ
ブ
リ
ッ
ク
空
間
（
学
校
‘
医
療
、
福
祉
施
設
、
地
域
・
観
光
振
興
施
設
‘

食
店
等
）

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
‘

駅

オ
ブ
ジ

「
社
会
交
流
空
間
づ
く
り
」



る。 え
る
。 ま

た

加
盟
し
貴
重
な
研
究
発
表
が
な
さ
れ
て
い
る
。

同
社
は

「
株
式
会
社
内
田
洋
行
」
（
東
京
都
中
央
区
新
川
二
l

四
i

七）

表」

「
日
本
展
示
学
会
」

を
は
じ
め
関
係
諸
団
体
に

支
店
、
営
業
所
、
工
場
が
あ
り
会
社
も
四
社
を
擁
し
て
い
る
。

績
が
あ
り
、
官
公
立
の
博
物
館
は
一
三
〇
館
を
越
え
て
い
る
。

「
ト
ー
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
開
発
研
究
所
」
（
東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
三
番
二
三
号

〒

1
0
二
'
O
O
九
四

電
話

0
三
（
三
ニ
ニ
―
)
五
五
五
八
）

も
文
化
施
設
に
関
す
る
施
設
の
調
査
、
構
想
、
計
画
、
設
計
、
展
示
及
び
情
報
施
設

等
の
制
作
、
施
工
、
展
示
資
料
の
収
穫
‘

調
査
、
運
営
等
に
関
す
る
総
合
事
業
を
行

っ
て
お
り
、
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
関
係
会
社
の
ト
ッ
プ
企
業
で
あ
る
。

同
社
は
一
九
七

0
年
日
本
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
の
を
機
に
同
政
府
館
を
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
関
係
か
ら
文
化
の
事
業
化
、
事
業
の
文
化
化
を
領
域
と
し
て
設
立

事
業
内
容
は
前
記
二
社
と
同
様
で
あ
り
、
特
に
企
業
博
物
館
に
秀
で
た
業
績
が
あ

念
博
物
館
」

「
渋
沢
史
料
館
」

「
セ
ミ
ナ
ー
」

も
盛
ん
で
あ
り
、

「
文
化
総
合
研
究
所
」

「
日
本
は
き
も
の
博
物
館
」
「
竹
中
大

工
道
具
館
」
「
サ
ン
リ
オ
ピ
ュ
ー
ロ
ラ
ン
ド
」
「
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
も
の
知
り
し
ょ
う
ゆ

「
参
宮
歴
史
館
お
か
げ
座
」
「
N
H
K
ス
タ
ジ
オ
パ
ー
ク
」
「
早
稲
田
大
学
會
津
八
一
記

「
七
十
七
銀
行
金
融
資
料
館
」

「
菊
正
宗
酒
造
記
念
館
」

「
三
光
丸
ク
ス
リ
資
料
館
」
「
日
清
食
品
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
発
明
記
念
館
」
「
司

馬
遼
太
郎
記
念
館
」
「
椿
本
チ
ェ
ー
ン
京
田
辺
工
場
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
」
等
の
実

「
刊
行
物
」

「
学
会
発

も
設
立
さ
れ
て
い
る
。
将
来
が
楽
し
み
な
企
業
と
い

以
上
の
会
社
の
他
に
筆
者
の
目
に
つ
い
た
博
物
館
展
示
の
関
連
会
社
を
あ
げ
て
み

同
社
は

八
四

館」

「
ト
ス
テ
ム
ハ
ウ
ジ
ン
グ
プ
ラ
ザ
東
京
」

「
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
ビ
ア
パ
ー
ク
北
陸
」

「
日
精
株
式
会
社
」
（
東
京
都
港
区
西
新
橋
一
I

一
八
＇
一
七
明
産
ビ
ル

を
あ
げ
て
い
る
ト
ッ
プ
企
業
と
し
て
不
動
の
地
位
を
占
め
て
い
る
。

る
。
同
社
企
業
文
化
施
設
カ
タ
ロ
グ
に
よ
る
と

さ
れ
た
。

「
株
式
会
社
京
都
科
学
」
（
京
都
市
伏
見
区
下
鳥
羽
渡
瀬
町
三
五
I

一）

昭
和
二
三
年
(
-
九
四
八
）
島
津
製
作
所
か
ら
分
離
独
立
し
、
生
物
、
地
学
、
社

会
関
係
学
校
教
育
用
模
型
‘
標
本
、
実
験
機
器
等
を
製
造
販
売
し
た
の
を
初
め
と
し
、

科
学
、
歴
史
、
考
古
等
の
文
化
遺
産
の
レ
プ
リ
カ
製
作
等
を
行
い
科
学
館
、
博
物
館

現
在
、
教
育
機
器
部
、

工
芸
部
、
科
学
展
示
部
が
あ
り
、
標
本
・
模
型
、
実
験
機

器
の
製
作
・
複
製
・
復
元
•
修
復
・
保
存
・
処
理
、

ロ
デ
ュ
ー
ス
、
展
ホ
メ
デ
ィ
ア
の
開
発
・
製
作
分
野
に
も
進
出
し
て
い
る
。
近
年
関

西
文
化
学
術
研
究
都
市
に
「
開
発
セ
ン
タ
ー
」

処
理
の
研
究
（
仏
像
彫
刻
修
復
研
究
室
•
金
属
製
品
調
査
研
究
室
）
分
野
に
も
業
績

し
て
お
り
、

電
話

0
三
（
三
五

0
二
）
三
四
七
一
）

「
メ
ー
カ
ー
機
能
」

と

を
設
立
し
、
文
化
財
の
修
復
や
保
存

「
商
社
機
能
」

三
0
0

ま
た
文
化
施
設
の
ト
ー
タ
ル
プ

〒

1
0
五
'

を
有
し
て
お
り
、
機
械
式
駐
車
設

備
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
展
ホ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
分
野
で
は
多
数
の
博
物
館
・

美
術
館
等
文
化
施
設
の
展
示
・
設
計
・
施
工
実
績
が
あ
り
、

ま
た
模
型
‘
ジ
オ
ラ
マ
、

レ
プ
リ
カ
等
関
連
施
設
へ
納
入
し
て
い
る
。
事
業
所
は
本
社
、
分
室
の
他
七
カ
所
の

「
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
」
「
教
育
ビ
ジ
ネ
ス
」
「
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
」

の
三
つ
の
柱

を
中
心
に

I
T
事
業
を
核
に
業
績
を
伸
ば
し
て
い
る
。
文
化
施
設
に
お
い
て
も
全
国

に
納
入
実
績
が
あ
り
特
に
映
像
シ
ス
テ
ム
に
傑
出
し
て
い
る
。
優
秀
な
人
材
が
入
社

ト
ッ
プ
企
業
と
し
て
今
後
も
発
展
を
続
け
て
い
く
も
の
と
推
測
す
る
。

の
資
料
充
実
及
び
展
示
の
需
要
に
応
え
て
い
る
。

文
芸
春
秋
新
館
六
階



什
器
備
品
の
製
作
に
係
わ
り
、
業
績
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

へ
も
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
今
後
に
期
待
さ
れ
る
企
業
で
あ
る
。

同
社
は

「
株
式
会
社
ト
リ
ア
ド
工
房
」
（
東
京
都
八
王
寺
市
大
塚
六
三
六
＇
二
）

主
体
に
模
型
、
複
製
品
、
映
像
、
音
響
等
の
企
画
、
設
計
な
ら
び
に
製
作
を
手
が
け

る
。
東
京
国
立
博
物
館
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
を
は
じ
め
、
都
道
府
県
及
び
市
町

村
の
文
化
施
設
に
納
入
し
て
お
り
、

る
将
来
が
楽
し
み
な
企
業
で
あ
る
。

そ
の
実
績
は
平
成
八
年
以
降
に
お
い
て
も
約
一

五
0
機
関
へ
納
入
さ
れ
て
い
る
。
中
堅
企
業
と
し
て
着
実
に
業
績
を
の
ば
さ
れ
て
い

「
株
式
会
社
西
尾
製
作
所
」
（
京
都
市
山
科
区
棚
辻
池
尻
町
四
八

0
三
三

電
話

O
七
五

（
五
九
四
）

0
1
八
一
）

植
物
、
動
物
レ
プ
リ
カ
製
作
、
自
然
、
歴
史
‘
資
料
の
復
元
の
ジ
オ
ラ
マ
、

考
古
関
係
の
模
型
レ
プ
リ
カ
、
保
存
処
理
等
に
優
れ
た
業
績
が
あ
り
、

オ
ラ
マ
、
大
型
動
植
物
の
全
身
骨
格
に
そ
の
技
術
は
他
業
者
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

「
荒
川
技
研
工
業
株
式
会
社
」
（
東
京
都
豊
島
区
高
田
三
，
三
＇
二
二

電
話

0
三
（
三
二

0
二
）
九
一
七
七
）

「
ワ
イ
ヤ
ー
吊
り
金
具
」

ま
た
大
型
ジ

〒
一
七
一

'
O

の
製
造
販
売
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
で
、

洋
美
術
館
の
諸
絵
画
、
彫
刻
展
示
等
一
手
に
引
受
け
て
お
り
、

ん
だ
知
識
が
有
効
に
活
用
で
き
る
業
種
で
あ
る
と
考
え
る
。

人
類
‘

国
立
西

ま
た
主
に
美
術
館
、

商
業
施
設
向
け
の
商
品
開
発
に
著
し
い
業
績
を
あ
げ
て
い
る
。
テ
ー
マ
別
商
品
開
発

こ
の
他
「
岡
村
製
作
所
」
「
日
展
」
「
ヤ
マ
ネ
」
等
の
事
業
者
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
用

以
上
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
会
社
を
若
干
紹
介
し
た
が
、
事
業
内
容
が
博

物
館
関
連
施
設
の
企
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
設
計
、
施
工
展
示
等
で
、
学
芸
員
課
程
で
学

た
と
え
学
芸
員
に
な
れ

要
で
あ
り
、
終
生
が
仕
事
で
あ
る
。

な
く
て
も
、

会
社
勤
め
や
公
務
員
な
ど
に
は
定
年
制
が
あ
る
が
‘
定
年
の
な
い
生
涯
の
仕
事
と

し
て
、

そ
の
才
能
を
生
か
し
生
計
を
た
て
る
「
芸
術
家
」
を
目
指
す
の
も
―
つ
の
方

法
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
施
設
で
設
立
担
当
学
芸
員
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
博
物
館
設

わ
が
国
で
は
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
「
芸
術
家
」
が
輩
出
し
、
多
数
の
美
術
工
芸
品

が
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
美
術
館
、
博
物
館
施
設
で
展
示
し
、
鑑
賞
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
こ
の
学
芸
員
に
な
る
の
で
は
な
く
‘

『
芸
術
家
年
鑑
』
『
美
術
年
鑑
』
等
を
開
く
と
、

「
陶
芸
家
」

国
宝
や
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

「
芸
術
家
」

を
目
指
し
て
み
る
の
も
意

そ
こ
に
諸
々
の
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術

「
漆
芸
作
家
」

「
金
工
家
」

「
染
織
」
「
図
案
作
家
」
「
刀
剣
作
家
」
「
鐸
作
家
」
「
築
刻
・
刻
字
作
家
」
「
木
竹
木
芸

作
家
」
「
硝
子
工
芸
作
家
」
「
象
嵌
•
七
宝
作
家
」
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
各
界
の
第
一

人
者
と
な
り
、
世
間
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
永
い
修
業
と
自
己
鍛
錬
が
必

「
好
き
こ
そ
物
の
上
手
な
れ
」

と
い
わ
れ
る
如
く
、

人
間
に
は
一
人
一
人
に
か
く

れ
た
才
能
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
絵
心
の
あ
る
人
は
画
家
を
目
指
し
‘

な
人
は
陶
芸
家
や
木
竹
木
芸
作
家
‘
文
字
‘

い
て
い
る
と
考
え
る
。
将
来
を
見
つ
め
、
後
世
に
残
る
芸
術
作
品
と
い
わ
れ
る
美
術

品
を
製
作
す
る
こ
と
は
無
上
の
喜
び
で
あ
ろ
う
。
こ
の
芸
術
家
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
て
は
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

か
な
に
興
味
の
あ
る
人
は
書
家
等
に
向

ま
た
芸
術
家
で
な
く
て
も
こ
の
職
種
と
同
様
な

技
能
・
技
術
を
有
す
る
も
の
に
「
伝
統
工
芸
品
」
技
術
者
が
あ
り
、

家
の
氏
名
が
出
て
い
る
。

「
画
家
」 を

製
作
す
る

「
書
家
」

義
あ
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
六
八

て
い
る
文
化
財
（
芸
術
資
料
）

〒
六

0
七＇八

文
化
施
設
、
環
境
施
設
、
商
業
施
設
等
の
企
画
、
設
計
、
施
工
、
監
理
等
を
事
業

立
業
務
に
携
わ
っ
て
い
く
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

手
先
の
器
用

わ
が
国
で
指

三
0
1



第
七
章

美
術
工
芸
品
の
修
復
技
術
者
等
へ
の
就
職

い
か
と
思
う
。

定
・
保
護
を
は
か
っ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
八

0
0
件
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

と
い
う
永
い
歴
史
の
中
で
日
本
人
が
培
っ
て
き
た
独
創
的
な
技
術
に
よ
っ
て
作
ら
れ

る
日
常
生
活
の
必
需
品
を
指
し
、

竹
品
」
「
仏
壇
•
仏
具
」

「
扇
子
・
う
ち
わ
」

る
業
種
も
あ
る
。

「
織
物
」

「
和
紙
」

天
然
の
原
材
料
に
伝
統
的
な
技
術
を
駆
使
し
た
手

「
染
色
品
」
「
漆
器
」
「
陶
磁
器
」

「
金
工
品
」
「
木

「
文
具
」
「
石
製
品
・
貴
石
細
工
」
「
人
形
・
玩
具
」

「
＜
み
ひ
も
・
刺
繍
」
等
に
分
か
れ
る
。

そ
し
て
こ
の
各
種
の
材

料
を
用
い
、
高
度
な
伝
統
的
技
術
、
技
法
等
を
有
す
る
経
験
年
数
二

0
年
以
上
の
技

術
者
の
う
ち
認
定
試
験
に
合
格
し
た
も
の
が
「
伝
統
工
芸
士
」
で
あ
り
、
平
成
八
年

度
末
に
四
四
―
―
名
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。
伝
統
工
芸
品
は
日
常
生
活
用
品
で
あ
り

―
っ
―
つ
が
手
づ
く
り
の
為
、
地
味
な
忍
耐
と
努
力
が
必
要
で
、
長
い
年
月
の
修
業

に
よ
っ
て
し
か
体
得
で
き
な
い
為
、
後
継
者
不
足
も
起
っ
て
お
り
深
刻
な
悩
み
も
あ

そ
の
為
こ
の
職
人
を
目
指
す
人
は
比
較
的
容
易
に
就
職
で
き
る
と

考
え
る
。
こ
の
技
術
者
の
中
に
も
業
種
に
よ
っ
て
は
芸
術
家
、

人
間
国
宝
と
い
わ
れ

る
人
に
も
劣
ら
ぬ
高
度
な
製
品
を
世
に
送
り
出
し
、
尊
敬
を
集
め
て
お
ら
れ
る
人
も

多
勢
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
自
分
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
素
晴
ら
し
い
製
品
を
世
に
出

し
、
賞
賛
の
的
に
な
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
、
会
社
等
へ
就
職
を
考
え
る

こ
と
も
良
い
が
、
技
術
職
人
と
し
て
生
涯
を
生
き
る
こ
と
も
意
義
あ
る
人
生
で
は
な

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
・
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
は
文
化
財
の
研
究
保
存
修

る
と
、
大
ま
か
に
分
け
て

作
業
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
製
品
で
あ
る
。
こ
の
「
伝
統
工
芸
品
」

の
種
別
を
見

後
の
発
展
を
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

と
い
う
大
著
が
出
て
い
る
が
、
そ
の
中
で

取
り
入
れ
、

よ
り
完
成
度
の
高
い
も
の
と
し
て
い
く
と
さ
れ
て
い
る
。

八
0
八
四

〒
六

0
四

理
に
つ
い
て
は
民
間
か
ら
選
ば
れ

「
選
定
保
存
技
術
」
に
認
め
ら
れ
た
複
数
の
修
理

一
千
年

三
0

ニ

理
を
行
う
施
設
で
あ
る
が
、
研
究
的
性
格
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
昭
和
五

五
年
(
-
九
八

0
)
京
都
国
立
博
物
館
内
に
「
文
化
財
保
存
修
理
所
」
が
設
立
さ
れ

業
務
が
開
始
さ
れ
た
。
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
博
物
館
が
行
い
、
直
接
的
な
保
存
修

工
房
が
担
当
し
、
多
数
の
国
宝
、
重
要
文
化
財
の
修
復
を
行
い
、

わ
が
国
の
文
化
財

保
存
に
寄
与
し
て
い
る
。
次
に
博
物
館
内
の
選
定
業
者
を
紹
介
し
た
い
。

「
株
式
会
社
岡
墨
光
堂
」
（
京
都
市
中
京
区
富
小
路
三
条
上
ル
―
二

発
行
）

電
話

O
七
五
ニ
ニ
―
，
五
四
三
七
）

修
復
技
術
の
ト
ッ
プ
企
業
で
、
多
数
の
国
宝
、
重
要
文
化
財
（
絵
画
・
書
跡
・
典

籍
・
古
文
書
・
歴
史
資
料
他
）

の
修
復
を
引
受
け
、
完
了
後
宮
内
庁
‘
東
京
国
立
近

代
美
術
館
、
金
沢
文
庫
‘
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
、
根
津
美
術
館
そ
の
他
の
著
名
博
物

館
施
設
へ
納
入
さ
れ
て
い
る
。
同
社
は
明
治
二
七
年
(
-
八
九
四
）
創
業
し
、
平
成

六
年
(
-
九
九
四
）
創
業
百
周
年
で
業
界
の
老
舗
で
あ
る
。
昭
和
五
五
年
(
-
九
八

0
)
京
都
国
立
博
物
館
内
に
文
化
財
保
存
修
理
所
が
開
設
さ
れ
た
の
を
機
に
事
業
の

大
半
主
要
部
を
同
所
へ
移
し
、
修
復
と
同
時
に
修
復
に
関
す
る
学
術
的
研
究
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
今
後
の
修
復
は
今
ま
で
の
伝
統
技
術
に
加
え
最
近
の
科
学
技
術
を

修
理
に
関
す
る
報
告
‘
技
術
研
究
‘
検
査
等
を
ま
と
め
た
冊
子
『
修
復
』
（
七
号
迄

を
発
行
さ
れ
、
技
術
者
の
向
上
と
技
術
者
の
養
成
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
る
。

ま
た
『
美
術
工
芸
品
の
保
存
と
保
管
』
(
-
九
九
四
年
フ
ジ
テ
ク
ノ
シ
ス
テ
ム
社
発
行
）

「
伝
統
的
修
理
方
法
」

「
装
演
」

の
項
目

に
、
修
理
の
基
本
技
術
に
関
し
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
今



門
に
「
販
売
部
門
」
「
解
説
部
門
」

「
資
料
部
門
」
等
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
責
任
を

あ
る
が

0
八
三
四
九

電
話

O
七
五
＇
三
七
一

I

一
五
九
三
）

岡
墨
光
堂
と
並
ぶ
修
復
技
術
業
者
の
ト
ッ
プ
企
業
で
、
文
化
財
保
存
修
理
所
及
び

本
社
事
業
所
に
お
い
て
社
寺
、
博
物
館
の
美
術
工
芸
品
（
掛
軸
、
巻
子
本
・
折
本
、

「
墨
申
堂
」
「
六
法
美
術
」
「
京
都
科
学
」

文
化
財
修
復
技
術
に
興
味
が
あ
り
、
自
分
の
性
格
に
合
い
‘

が
あ
り
団
体
活
動
よ
り
個
人
技
が
得
意
と
思
っ
て
い
る
人
は
一
度
問
い
合
わ
せ
訪
問

以
上
に
述
べ
た
如
く
、
学
芸
員
知
識
を
応
用
し
て
活
躍
す
る
企
業
は
多
数
あ
る
。

自
分
の
才
能
と
学
識
を
考
え
、

「
光
影
堂
」

の
業
者
が
修
復
、
模
写
、
模
造
を
引
き
受
け

手
元
が
器
用
で
根
気

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
採
用
規
準

も
年
々
厳
し
く
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
大
学
卒
業
後
に
自
分
の
目
標
を
決
め
、

の
目
標
を
達
成
す
べ
く
努
力
す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
関
西
に
お
い
て
数
館
で
は

「
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
い
う
組
織
が
あ
り
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

も
ち
業
務
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
大
学
在
学
中
に
も
日
曜

日
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
奉
仕
し
、
卒
業
後
も
続
け
て
い
た
。

を
研
究
し
、
体
系
化
し
、
学
術
雑
誌
に
発
表
し
た
。

そ

そ
し
て
こ
の
業
務

そ
れ
が
高
く
評
価
さ
れ
、

正
職

お
わ
り
に

し
て
み
る
と
良
い
。

て
い
る
。

以
上
の
業
者
の
他
「
美
術
院
」

は
仏
像
・
漆
エ
•
金
工
の
修
復
を
行
い

冊
子
、
屏
風
‘
襖
、
衝
立
）

の
表
装
、
修
復
を
行
っ
て
い
る
。

「
株
式
会
社
宇
佐
見
松
鶴
堂
」
（
京
都
市
下
京
区
西
中
筋
通
花
屋
町
下
ル

〒
六
〇

設
で
働
い
て
み
る
の
も
人
生
経
験
で
プ
ラ
ス
に
な
る
と
考
え
る
。

員
に
採
用
さ
れ
、
数
年
後
に
は
欠
員
が
生
じ
、

目
出
度
く
学
芸
員
と
な
っ
た
と
い
う

一
例
も
聞
き
及
ん
だ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
は
毎
年
行
っ
て
お
り
‘

ま
ず
採
用
さ
れ

自
分
で
体
験
し
て
み
る
こ
と
だ
。
美
術
館
等
は
①
監
視
業
務
②
友
の
会
業
務
③
販
売

業
務
④
解
説
業
務
等
多
彩
で
あ
る
。
募
集
要
領
に
つ
い
て
み
る
と
、
①
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
要
項
の
発
表
②
募
集
③
応
募
④
研
修
（
養
成
）
⑤
面
接
⑥
選
考
⑦
登
録
⑧
活
動
と

い
う
過
程
を
踏
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

ま
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
博
物
館
施

三
0
三


